
 

令和６年８月５日  
 

報道機関各位 
 

長岡市商工部産業イノベーション課   

バイオエコノミー担当課長  
 

       学生 10人が、培養土製造やバイオサイエンスなど 

バイオ関連企業ツアーで社会課題解決を探る 
 

市内外の産学官金 59 機関で構成する「長岡バイオエコノ

ミーコンソーシアム」（会長：長岡市長、事務局：長岡市商工

部産業イノベーション課）は、学生を対象に「バイオ企業ツ

アー」を開催します。 

コンソーシアムとしては初めての取り組みで、７月までの

募集に県内外から学生・大学院生 10人が応募。培養土製造、

アクアポニックス、バイオサイエンス、下水汚泥肥料化に取

り組む長岡企業４社を視察し、社会課題の解決策を考えま

す。 

つきましては、下記のとおり概要をお知らせしますので、

ぜひ取材くださいますようお願いします。 

バイオ関連企業ツアー 

「世界的な急成長が止まらない、サステナブル産業の秘密を探る」 

１ 日 時  ８月７日（水）午前９時～午後６時 
 
２ 日 程   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 参加者  大学生、大学院の１０人 
 

 

 

 
問い合わせ：産業イノベーション課 小林 

℡０２５８－３９－２４０２ 

長岡市 

時間 内容・視察先・企業説明 

9:00～9:40 
ツアー・ワークショップ説明、自己紹介 

（アオーレ長岡・市民交流ホールＤ） 

10:00～11:00 
(株)ホーネンアグリ（飯塚）…培養土・土壌

改良材の製造、有機資源のリサイクル 

11:30～12:30 
(株)プラントフォーム（上前島）…アクアポ

ニックスを活用した循環型農業システム 

13:30～14:30 
(株)メビウス（表町）…機械学習コンサルテ

ィング、DX推進、バイオサイエンス 

15:00～16:00 
緑水工業(株)（北荷頃）…下水汚泥の再資源

化利用（肥料化） 

16:30～17:15 
ワークショップ・発表会 

（アオーレ長岡・市民交流ホールＤ） 

17:15～18:00 企業と参加者の交流会（  〃  ） 

 


